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(  ii  )
にみられるという刺激や励みにもなり相乗効果があると思います。今後もより多くの参
加者が学会に参加することで学会が繁栄していくのではないでしょうか。
　最近では2015年度より本学で導入した ES（エレクティブスタディ）の成果が出てき
ているように思います。１年次より基礎系，臨床系問わず学生自ら自分の興味のある講
座に出向いて前期，後期ともに週に２時間ではありますが学生自らが選択した講座に出
向き，様々な研究・実験・体験をする機会があります。そこで得た多くの貴重な体験が
本人の能力開発にもつながり，各分野の専門の先生方と触れ合うことで人間性の涵養，
成長がみられます。特に今年度の11月の歯学会では５名の学生から演題申し込みがあ
り，多くの分野から完成度の高い発表がなされていました。質疑応答にも堂々と答えら
れている将来の本学の研究者の「金の卵」の姿を拝見して頼もしい限りでした。
　近年の歯科界をみると研究者の育成は全国どこの歯学部をみても苦労されているとい
う話を耳にしますが，学生時代より研究に対する楽しみ，成果を出すまでの過程の大変
さなどを体験し実際に現場の研究者と触れ合うことで学生本人の成長を促していくとい
う地道な努力こそが将来の研究者の育成，大学の発展につながっていくのではないかと
思います。
　各分野からの発表は以前と比較しますとやや減少している傾向にあります。本学教員
においても各分野の研究成果をより専門的な学会で発表する前段階のトレーニングの場
として有効に活用頂ければいいと思います。理想的には各分野から毎年１年に１回は奥
羽大学歯学会で発表して頂く形になればもっと活性化されるのではないかと考えます。
他にも臨床系，基礎系の各分野だけでなく教職員からの発表も学会の底上げとなり大学
自体の意識改革につながっていくものと思われます。
　奥羽大学歯学誌について振り返ってみますと，年に４回の奥羽大学歯学誌の発刊があ
りますが，ここ数年は合併号で発刊される年もあり，編集委員の皆様方にも頭を悩ませ
ご苦労をおかけする機会がございます。学生教育の現場として教育・研究・臨床の３つ
のバランスが重要であり，各専門学会への論文投稿は当然必要ではありますが，教育・
研究・臨床の成果を奥羽大学歯学誌を念頭に置きながら積極的にご投稿お願いいたしま
す。近い将来，奥羽大学歯学会から日本全国へ，さらには世界へワールドワイドに活躍
できる人材を育成することができるよう今後も本学会の発展を心より祈念いたしており
ます。
（奥羽大学歯学会　学会理事）
